
大学見学会

群馬県立渋川女子高等学校
Gunma  P r e f e c t u r a l  S h i b u k aw a  G i r l s '  H i g h  S c h o o l

　渋女には特色のある行事がたくさんあります。開校記念行事として実施される榛名登山を始め、清苑祭（文化祭）、体

育大会、修学旅行など、どの行事も生徒が主体です。全員で力を合わせて行事をつくっています。また、生徒会やＪＲＣ、

家庭クラブなどを中心に、積極的なボランティア活動も行っています。詳しくは本校ホームページをご覧ください。
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● 入学式
● 生徒会入会式
● 全校榛名登山

● 前期生徒総会
● 県高校総体
●ＰＴＡ総会

● ミュージックフェスティバル
● 清苑祭（隔年）
● 進路講演会

● 大学説明会
● インターナショナルデイ

● 夏季補習
● 集中学習会

● 体育大会

● 後期生徒総会

渋女の制服はバリエーションに富んでいます。

生徒は季節に応じて、美しく制服を着こなしています。

渋女の制服はバリエーションに富んでいます。

生徒は季節に応じて、美しく制服を着こなしています。

制服コレクション

● 県高校総合文化祭
● 修学旅行
● 大学見学会

● 冬季補習
● 集中学習会

● 大学入学共通テスト

● 高校入試

● 卒業式 
●３年生に聞く会

清苑祭

インターナショナルデイ

修学旅行

体育大会

渋女の１年間

令和７年度
学校案内
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全校榛名登山

ミュージックフェスティバル（ギター・マンドリン部）
ミュージックフェスティバル（バトン部）

交通アクセス

１４分

新前橋駅

２５分

高崎駅

渋川駅

本校

１.２ｋｍ・徒歩１５分

２１分 ２６分

沼田駅 中之条駅

至吾妻

至高崎 至前橋

至沼田

渋川女子高等学校

至R17号

至高崎至行幸田

市役所

四ツ角

コンビニ 東京電力

至
伊
香
保

R
17
号

渋
川
高
崎
線

N

渋川中学校

至沼田

渋
川
駅

〒377-0008　群馬県渋川市渋川2684
Tel.0279-22-4148（代表）
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イラスト：柴村　澪緒（白沢中出身）

　渋女はまさに文武両道。学業はもちろん、部活動も毎日盛んに行われています。

運動部では陸上部が全国大会出場を決め、弓道部・水泳部が関東大会出場を決めました。

　学芸部では吹奏楽部が全国大会、コーラス部が関東大会へ出場を決めました。その他の多くの部が特色ある活動を行っ

ています。

学校生活 多くの部が活発に活動しています。

３年生
吹奏楽部

小野里　湊徠
（沼田中出身）

　渋女では勉強や部活動で充実した日々を過ごしています。

私は入学当初、週６日ある部活動と日々の学習を両立できる

か不安でしたが、友人や先輩方、先生方にアドバイスをも

らいながら自分なりのサイクルを組み立てることができま

した。家で勉強する時間は短めですが、電車に乗っている

間などのスキマ時間に、単語帳や一問一答形式のアプリを

使って基礎の知識を定着させています。休日に部活がない

日は残っている課題や、復習などをしています。また、朝の

ＳＨＲが始まるまでに学校の自習室で自習することもあります。

　このように、渋女には充実した設備、共に支え合える仲
間や、頼れる先生方が揃っています。皆さんも渋女で青春
を謳歌しませんか？ 在校生 message

　県新人大会 ベスト１６
　県高校総体 ５位
　県高校総体 ２位
　県新人大会 団体　１位 ／ 個人　１位、２位、３位、６位
　県高校総体 団体　ベスト１６ ／ 個人　ベスト３２　
　インターハイ予選　団体　ベスト１６ ／ 個人　ベスト３２　
　県夏季大会 団体　ベスト１６
　県高校総体 棒高跳　５位
　県選手権大会棒高跳　７位 ／ ４×４００mR　８位
　県高校対抗 棒高跳　４位
　県新人大会 棒高跳　３位 ／ ８００m　８位 ／ ４×４００mR　６位
　県高校強化大会　共通の部棒高跳　２位／１年の部８００m　３位／１年の部４００m　６位
　関東高校選抜新人大会　棒高跳　２位
　県高校総体 団体８位 ／ 個人ダブルス　ベスト１６、ベスト３２
　インターハイ予選　団体　５位
　県高校強化大会　　個人シングルス　ベスト３２
　　　　　　　　　　個人ダブルス　　ベスト１６
　県新人大会 団体５位 ／ ダブルス　ベスト３２
　県高校総体 団体　ベスト３２ ／ 個人シングルス　ベスト３２　　　　
　インターハイ予選　団体　ベスト１６ ／ 個人ダブルス　ベスト３２　
　県高校生バドミントン大会　個人シングルス　ベスト８、ベスト１６
　県新人大会 個人シングルス　ベスト３２ ／ 個人１年生シングルス　ベスト３２
　ミッキー杯争奪高校生バドミントン大会　個人ダブルス　ベスト１６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人シングルス　ベスト１６
　県春季大会 個人　４位
　県高校総体 団体　５位
　インターハイ予選　団体　４位
　茂左衛門地蔵尊奉納弓道大会　高校生の部　個人　優勝、３位
　北毛地区大会　団体　優勝 ／ 個人　優勝、３位、４位
　渋川市民スポーツ総合弓道大会　高校生の部　優勝、２位、３位、４位、６位
　県新人大会 団体　８位
　東日本高校弓道大会県予選　団体　優勝、個人　３位
　東日本高校弓道大会　３人立　決勝進出
　県高校総体 ベスト８
　県選手権大会　ベスト８
　県新人大会　ベスト８

U-18女子サッカーリーグ２０２３　２部　準優勝
　県高校総体 団体組手　ベスト８
　北毛地区大会　一般女子組手の部　個人　優勝　
　県民スポーツ大会　空手道女子の部　３位
　県合唱コンクール　高等学校Ａの部　金賞
　全国高等学校総合文化祭鹿児島大会合唱部門　出演
　関東合唱コンクール　高等学校Ａの部　銀賞
　県声楽アンサンブルコンテスト　金賞
　関東ヴォーカルアンサンブルコンテスト　銀賞
　全国高等学校総合文化祭鹿児島大会器楽・管弦楽部門　出演
　群馬県美術展　入選　
　渋川市民展　渋川市教育長賞、奨励賞　
　群馬県高等学校総合文化祭演劇専門部大会西北毛地区大会　優良賞

第７０回NHK杯全国高校放送コンテスト群馬県大会　アナウンス部門　優良賞
第７０回NHK杯全国高校放送コンテスト全国大会　アナウンス部門出場　
第２０回群馬県高校放送コンクール　アナウンス部門　優秀賞

　中央農業大学校第１０回お弁当コンテスト 優良賞、アイデア賞、カラフル賞、奨励賞
第１２回日本学校合奏コンクール全国大会グランドコンテスト　銀賞

　県吹奏楽コンクール　高校Ａの部　銀賞
第２９回日本管楽合奏コンテスト予選審査会　優秀賞
第２９回群馬県高校総合文化祭専門部大会　優秀賞

　群馬県ソロコンテスト　銀賞
　群馬県中部地区アンサンブルコンテスト　銀賞
　群馬県教育書道展　半紙の部　群馬県高校教育研究会書道部会長賞、渋川市教育長賞

　　　条幅の部　群馬県書道協会奨励賞
　　　学校の部　優秀団体賞

　群馬県高等学校総合文化祭書道専門部展覧会　優良賞
　群馬県書道展覧会　入選
　県学校対抗戦　第４位

第４０回高校写真展　入選

第６９回青少年読書感想文全国コンクール群馬県内審査
自由読書の部　佳作、課題読書の部　佳作

　全国高校生読書体験記コンクール群馬県審査　入選
第６０回群馬県高等学校作文コンクール

自由作文の部　第３位、課題作文の部　奨励賞
「私達の未来を創る税金」税に関する高校生の作文　関東信越国税局長賞
明石杯英語コンテスト渋川支部予選　スピーチの部　１位、２位

  　　　　 レシテーションの部　１位
　明石杯英語コンテスト　スピーチの部　６位

主な活動実績（令和５年度）

教科・課外活動等（令和５年度）

1
実りある豊かな学習
○創造的な思考力を
　育てよう
○正しい理解力を養おう
○公正な判断力を培おう ２

規律ある明るい生活
○すべての生命を大切にしよう
○美しい友情を育もう
○豊かな情操を身につけよう３

健康で伸びやかな心身
○体力の増強に励もう
○環境の美化を心がけよう
○個性の伸長に努めよう

教育目標
北毛を代表する
　　女子進学校です

渋女の歴史
１９２０（大正９）年
渋川町立実科高等女学校として、現在の渋川市立北小学校の地で開校
１９２１（大正１０）年
群馬県渋川実科高等女学校と改称
１９２３（大正１２）年
群馬県立渋川高等女学校と改称
１９２４（大正１３）年
本校舎を現在地に新築落成し移転
１９４８（昭和２３）年
群馬県立渋川女子高等学校と改称

バレーボール
バスケットボール
山 岳

ソフトテニス

陸 上 競 技

卓 球

バドミントン

弓 道

サ ッ カ ー

空 手 道

コ ー ラ ス

ギター・マンドリン
美 術

演 劇
放 送

食 物
吹 奏 楽

書 道

競 技 か る た
写 真

国 語 科

公 民 科
英 語 科

小野里さんの１日

  ５：３０ 起床
  ５：３０～  ６：３０ 朝食・準備など
  ６：３０～  ８：００ 登校
  ８：００～  ８：３０ 朝練or自習
  ８：４０～1２：００ 1～3限
1２：４５～１５：５０ ４～６限
１５：５０～1８：００ 部活動
1８：００～１９：３０ 下校
１９：３０～２０：１０ 夕食・休憩
２０：１０～２１：４０ 勉強
２１：４０～２３：００ 入浴など
２３：００ 就寝

　渋女はまさに文武両道。学業はもちろん、部活動も毎日盛んに行われています。
　運動部では弓道部が東日本大会出場を決め、陸上競技部・山岳部が関東大会出場を決めました。

学芸部では吹奏楽部・放送部が全国大会出場を決め、コーラス部が関東大会へ出場を決めました。その他の多くの部が
特色ある活動を行っています。

　渋女は、創立１０４年の伝統を誇る歴史の深い学校です。渋女のシンボルである孔雀に見守られ

ながら送る学校生活は、誰もが口を揃えて「平和」だと言えるほど、温かな雰囲気で溢れています。

　渋女には学習面に力を入れている生徒が特に多く、授業はもちろん、それ以外にも、放課後に、

市の運営する自習室に通ったり、登下校の電車の中で単語帳を開いたりと、自ら学習時間を確

保して、周りの友達と共に進路実現に向けて切磋琢磨しています。遠方から１時間以上かけて登

校する生徒もいて、どんな人でも学びやすい環境が整っています。また、先生方は、どんなに

小さな疑問や進路相談であっても熱心に答えてくださり、私たち生徒に寄り添ってくださる力

強い味方ばかりです。

　そして、学習面だけでなく、部活動や学校行事である榛名登山や体育大会においても、友達

と全力を出し切って取り組み、全力で楽しんでいます。強く、しなやかで欲張りな生徒が多く、

とても充実した青春を送ることが出来ます。皆さんも一緒に、渋女で華の女子高校生を満喫し

てみませんか？ 在校生 message

生徒会長
深代　かすみ
（渋川北中出身）

運動部
● バレーボール ● バスケットボール ● 山岳 ● 卓球

● ソフトテニス ● 陸上競技 ● 空手道 ● バドミントン

● ダンス ● 弓道 ● バトン ● サッカー

山岳部 弓道部

ダンス部陸上競技部

● 文芸 ● 自然科学 ● コーラス ● ギター・　マンドリン

● 美術 ● 演劇 ● 放送 ● 食物

● 茶華道 ● 吹奏楽 ●ＪＲＣ ● 書道

● イラスト ● 競技かるた ● 写真

学芸部

書道部

コーラス部吹奏楽部

美術部

３年生
令和５年度参加者
松本　莉奈
（渋川中出身）

　渋女では、熱心な先生方により主体的な学びと協働学習を重視した丁

寧でわかりやすい授業が行われています。生徒はいつも充実した授業に

目を輝かせ、集中して取り組んでいます。昼休みや放課後には、学年ご

との自習室で多くの生徒が自主学習に取り組んでいます。理解できない

ことがあれば、すぐに先生のところへ行き、深く理解するまで粘り強く

質問しています。昼休みや放課後の職員室は、常に質問の生徒であふ

れています。

　社会情勢が大きく変化していく現代において、それに対応するための力が高校生にも求められています。その一つが、自分で

課題を発見し、その解決のために情報を収集・整理して、社会や他者に向けて表現していく力です。こうした能力を身につける

ために、各学年の「総合的な探究の時間」には、以下のような内容の課題研究活動を実施しています。この活動を､自ら進んで行っ

たり、他者と協力しながら取り組んだりすることを通じて、自分自身の興味や関心を見つめ、卒業後の学びや社会の中での生き

方を考えていきます。

一人ひとりの可能性を広げる教育課程が確立されています。

充実した授業

教育
課程

○３学期制
○２年次よりⅠ型（文系）、Ⅱ型（理系）の類型制
○芸術Ⅱまで選択可能（Ⅰ型）
○英語で少人数指導、数学で 2年次に習熟度別指導

○55分授業を取り入れ、主体的・対話的で深い学びが実現する授業を展開します。
○１週間３３単位の時間割により、変化の激しい大学入試にしっかり対応できる
　カリキュラムになっています。

ＩＣＴを使った授業

国語の授業

学習指導

東京外国語大学
言語文化学部
アラビア語専攻

永井　千尋
（令和５年度卒・東吾妻中出身） 卒業生 message

　私の渋女での３年間は、現在在学している東京外国語大学への合格という夢に向かって、心身を鍛
え上げることができたかけがえのない時間でした。私は、中学校在学時から、英語の学習に力を入れ
ており、人種や国籍、宗教、文化の違いを問わず世界中の人と関わる人生を送りたいと考え、留学を
することや国際的な仕事に就くことに強いあこがれを抱いていました。第一志望校合格への道のりは
険しいものでしたが、その目標を実現した現在は、同じ夢や情熱を持つ仲間に囲まれて、充実した大
学生活を送ることができています。
　私が思う渋女のよいところは、生徒一人一人が真剣に物事に取り組む姿と、それを心から応援して
くれる先生方の存在です。何事にも一生懸命な仲間の存在に力をもらった経験は数え切れません。勉
強だけでなく部活や行事にも全力で臨んで、心から楽しむことができました。また、受験勉強を乗り
越え、夢見た道を歩み始めることができたのは先生方の長期にわたる支援のおかげだと感じます。受
験に向かう３年の期間、常に心身ともに健康であり続けることは非常に難しかったのですが、学習面
や精神面で多くの先生方に何度も助けていただきました。本当に感謝しています。
　中学生のみなさんには、高校生活を送る場所として、安心して渋女を選んでいただき、素敵な青春
の毎日を過ごしながら、努力を重ねて目標を達成してほしいです。

数学の授業

特色ある取組

【アメリカ合衆国　ボストン】
広い視野と国際的教養を身につけた

自立心に富む人材の育成を目指します。

● 現地語学学校での語学研修プログラム　　● ホームステイを通しての生活体験
● 英語研修による目に見える英語力の向上　● 各種アクティビティーを通して見聞を広める

課 題 探 究 活 動

海 外 研 修

２年生

３年生

１年生

県内の市町村などの地域社会を舞台に、グループで課題を発見し、

地域の活性化に向けた具体的な考察・提案を行っています。過去には、

地元渋川市の観光や教育、防犯などの視点に立ち、地域の魅力を発

信したり住民が安心できる暮らしを目指したりした提案が、地域の協

力によって実現してきました。

興味・関心のある学問分野をもとに、生徒一人ひとりが研究テーマを
設定し、解決に向けた活動に取り組みます。論文や新書等の文献や
アンケートによる調査結果を活用しながら、テーマへの理解を深めま
す。１年間の成果を研究論文としてまとめる活動を通じて、論理的な
表現力を育成します。

２年生の研究テーマについて発展的な研究を行い、その内容をもとに

スライド資料を作成してプレゼンテーションを実施しています。研究の

成果を、自身の進路実現のために役立てたり、大学入学後の学びに活

用したりしている卒業生も多くいます。
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令和６年度実施教育課程表（55分授業）

令和６年度 校時表
（５５分授業）

在校生 message

　私は中学生の頃から英語に興味を持ち始めました。そこから「英語を話せるようになりたい」「い

つか海外に行って自分の世界を広げたい」と思うようになり、今回の海外研修に参加することを決

めました。

　初めてのホームステイや英語だけでの授業は不安と戸惑いの連続で、日本にいたときは聞き取れ

ていたはずの英語が全く聞き取れなくなってしまい、自分の無力さに何度も心が折れそうになりま

した。しかし、語学学校での様々な国の方との交流やホストファミリーとの交流、現地で活躍する

日本の方からのお話を通して自分から行動すること、自分の意見を述べることの大切さを学ぶこと

ができました。

　この研修での学びは、自分を表すことが苦手で挑戦することをためらうことが多かった私にとっ

てすべてが刺激的で貴重なものになりました。これからも失敗することを恐れずに様々なことに挑

戦していきたいです。

放課後の職員
室

地域探究の発表会

課題研究発表会

SHR  8:40~  8:50
1 校時     8:55~  9:50
２校時 10:00~10:55
３校時 11:05~12:00
昼休み 12:00~12:45
４校時 12:45~13:40
５校時 13:50~14:45
６校時 14:55~15:50
SHR・清掃 15:50~16:10

令和
５年度
日程

午前　現地語学学校

午後　● ハーバード大学、マサチューセッツ工科大学訪問
 日本人学部生・院生等からのレクチャー、交流会
　　　● 班別自由行動

　　　● ＵＳＳコンスティテューション号見学、フリーダム

 トレイル散策、ボストン美術館見学など

12／3～12／11　　ボストン



３年生
令和５年度参加者
松本　莉奈
（渋川中出身）

　渋女では、熱心な先生方により主体的な学びと協働学習を重視した丁

寧でわかりやすい授業が行われています。生徒はいつも充実した授業に

目を輝かせ、集中して取り組んでいます。昼休みや放課後には、学年ご

との自習室で多くの生徒が自主学習に取り組んでいます。理解できない

ことがあれば、すぐに先生のところへ行き、深く理解するまで粘り強く

質問しています。昼休みや放課後の職員室は、常に質問の生徒であふ

れています。

　社会情勢が大きく変化していく現代において、それに対応するための力が高校生にも求められています。その一つが、自分で

課題を発見し、その解決のために情報を収集・整理して、社会や他者に向けて表現していく力です。こうした能力を身につける

ために、各学年の「総合的な探究の時間」には、以下のような内容の課題研究活動を実施しています。この活動を､自ら進んで行っ

たり、他者と協力しながら取り組んだりすることを通じて、自分自身の興味や関心を見つめ、卒業後の学びや社会の中での生き

方を考えていきます。

一人ひとりの可能性を広げる教育課程が確立されています。

充実した授業

教育
課程

○３学期制
○２年次よりⅠ型（文系）、Ⅱ型（理系）の類型制
○芸術Ⅱまで選択可能（Ⅰ型）
○英語で少人数指導、数学で 2年次に習熟度別指導

○55分授業を取り入れ、主体的・対話的で深い学びが実現する授業を展開します。
○１週間３３単位の時間割により、変化の激しい大学入試にしっかり対応できる
　カリキュラムになっています。

ＩＣＴを使った授業

国語の授業

学習指導

東京外国語大学
言語文化学部
アラビア語専攻

永井　千尋
（令和５年度卒・東吾妻中出身） 卒業生 message

　私の渋女での３年間は、現在在学している東京外国語大学への合格という夢に向かって、心身を鍛
え上げることができたかけがえのない時間でした。私は、中学校在学時から、英語の学習に力を入れ
ており、人種や国籍、宗教、文化の違いを問わず世界中の人と関わる人生を送りたいと考え、留学を
することや国際的な仕事に就くことに強いあこがれを抱いていました。第一志望校合格への道のりは
険しいものでしたが、その目標を実現した現在は、同じ夢や情熱を持つ仲間に囲まれて、充実した大
学生活を送ることができています。
　私が思う渋女のよいところは、生徒一人一人が真剣に物事に取り組む姿と、それを心から応援して
くれる先生方の存在です。何事にも一生懸命な仲間の存在に力をもらった経験は数え切れません。勉
強だけでなく部活や行事にも全力で臨んで、心から楽しむことができました。また、受験勉強を乗り
越え、夢見た道を歩み始めることができたのは先生方の長期にわたる支援のおかげだと感じます。受
験に向かう３年の期間、常に心身ともに健康であり続けることは非常に難しかったのですが、学習面
や精神面で多くの先生方に何度も助けていただきました。本当に感謝しています。
　中学生のみなさんには、高校生活を送る場所として、安心して渋女を選んでいただき、素敵な青春
の毎日を過ごしながら、努力を重ねて目標を達成してほしいです。

数学の授業

特色ある取組

【アメリカ合衆国　ボストン】
広い視野と国際的教養を身につけた

自立心に富む人材の育成を目指します。

● 現地語学学校での語学研修プログラム　　● ホームステイを通しての生活体験
● 英語研修による目に見える英語力の向上　● 各種アクティビティーを通して見聞を広める

課 題 探 究 活 動

海 外 研 修

２年生

３年生

１年生

県内の市町村などの地域社会を舞台に、グループで課題を発見し、

地域の活性化に向けた具体的な考察・提案を行っています。過去には、

地元渋川市の観光や教育、防犯などの視点に立ち、地域の魅力を発

信したり住民が安心できる暮らしを目指したりした提案が、地域の協

力によって実現してきました。

興味・関心のある学問分野をもとに、生徒一人ひとりが研究テーマを
設定し、解決に向けた活動に取り組みます。論文や新書等の文献や
アンケートによる調査結果を活用しながら、テーマへの理解を深めま
す。１年間の成果を研究論文としてまとめる活動を通じて、論理的な
表現力を育成します。

２年生の研究テーマについて発展的な研究を行い、その内容をもとに

スライド資料を作成してプレゼンテーションを実施しています。研究の

成果を、自身の進路実現のために役立てたり、大学入学後の学びに活

用したりしている卒業生も多くいます。
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在校生 message

　私は中学生の頃から英語に興味を持ち始めました。そこから「英語を話せるようになりたい」「い

つか海外に行って自分の世界を広げたい」と思うようになり、今回の海外研修に参加することを決

めました。

　初めてのホームステイや英語だけでの授業は不安と戸惑いの連続で、日本にいたときは聞き取れ

ていたはずの英語が全く聞き取れなくなってしまい、自分の無力さに何度も心が折れそうになりま

した。しかし、語学学校での様々な国の方との交流やホストファミリーとの交流、現地で活躍する

日本の方からのお話を通して自分から行動すること、自分の意見を述べることの大切さを学ぶこと

ができました。

　この研修での学びは、自分を表すことが苦手で挑戦することをためらうことが多かった私にとっ

てすべてが刺激的で貴重なものになりました。これからも失敗することを恐れずに様々なことに挑

戦していきたいです。

放課後の職員
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地域探究の発表会

課題研究発表会

SHR  8:40~  8:50
1 校時     8:55~  9:50
２校時 10:00~10:55
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昼休み 12:00~12:45
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午前　現地語学学校

午後　● ハーバード大学、マサチューセッツ工科大学訪問
 日本人学部生・院生等からのレクチャー、交流会
　　　● 班別自由行動

　　　● ＵＳＳコンスティテューション号見学、フリーダム

 トレイル散策、ボストン美術館見学など
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《進路の取り組み》 ＊私立大学はおもな大学のみ掲載

　　　　 大学

早稲田大

慶応大

上智大

東京理大

学習院大

明治大

青山学院大

立教大

中央大

法政大

関西大

関西学院大

同志社大

立命館大

成蹊大

成城大

明治学院大

獨協大

國學院大

京都産業大

近畿大

龍谷大

日本大

東洋大

駒澤大

専修大

大東文化大

東海大

亜細亜大

帝京大

国士館大

日本女子大

東京女子大

津田塾大

神奈川大

文教大

東京農大

芝浦工大

工学院大

獨協医大

北里大

関東学園大

上武大

共愛前橋国際大

東京福祉大

高崎健康福祉大

高崎商科大

群馬医療福祉大

群馬パース大

桐生大

育英大

その他

私立大学計
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【私立大学】
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【国立大学】

　　　　 大学

弘前大

岩手大

東北大

秋田大

山形大

福島大

茨城大

筑波大

宇都宮大

群馬大

埼玉大

千葉大

東京外国語大

東京学芸大

東京工業大

上越教育大

新潟大

富山大

金沢大

信州大

愛知教育大

大阪教育大

鳥取大

広島大

琉球大

国立大学計

　　　　 大学

秋田県立大

福島県立医大

茨城県立医療大

前橋工科大

群馬健康科学大

群馬県立女子大

高崎経大

埼玉県立大

千葉保健医療大

東京都立大

神奈川保福大　

横浜市立大

新潟県立看護大

新潟県立大

石川県立大

富山県立大

山梨県立大

都留文科大

長野大

長野県立大

長野県看護大

静岡文化芸術大

芸術文観光職大

奈良県立大

新見公立大

北九州市立大

公立大学計
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【公立大学】

進 路 指 導 進 路 実 績 進学校として　　  を続けています。飛 躍

　渋女は過去３年間、東京工業大学、東京外国語大学、東北大学、筑波大学、早稲田大学、慶応大学、上智大学、東京理科大学などの難関大学に

卒業生を送り出してきました。特にR6年度大学入試の国公立大学合格者数は、R5年度卒業生192名の47%にあたる90名を記録しました。

「かなえたい夢」「学びたい道」の実現を目標に、あなたも渋女で学んでみませんか。

● 自らの進路を主体的に考えるための、３年間を見通したキャリア教育の実践

● 進路希望の達成につながる「確かな学力」の育成

● 土曜補習や朝補習の効果的な実施

● 進路実現に向けた実力養成のための取り組み

  （長期休業中の補習及び集中学習会、早朝・放課後補習等の実施）

　渋女は勉強・部活・行事といった全てのことに力を入れて取り組んでいる高校です。私は、渋女で３年

間過ごし、自分自身が大きく成長したことを実感しています。私は掛け持ちしていた２つの部活動と勉強

の両立から、時間の効率的な使い方や計画性を身に着けることができ、体育祭や文化祭ではクラス全体で

より良いものにするうえで、協調性やコミュニケーション能力を高めることができました。特に、私は文

化祭の有志ステージに向けてバンドを組み、本番に向けてメンバーと意見を出し合いながら試行錯誤した

経験が最高の思い出となっています。このように、渋女では何事にも全力で楽しんで取り組め、非常に充

実した３年間を過ごすことができます。

　また、渋女の先生方は、受験に関してとても熱心で的確な指導をしてくださいます。大学受験の二次試

験の小論面接対策では、生徒一人ひとりに担当の先生がついて丁寧に添削・練習してくださったり、的確

なアドバイスをしてくださったりと親身に対応してくださいます。高校生活を全力で楽しみたい人、将来

の進路について不安を抱えている人、自分自身を成長させたい人も渋女であれば理想の自分を叶えること

ができると思います。皆さんも渋女生の一員として最高の思い出をつくりませんか。 卒業生 message

　「文武両道」－これが私の、３年間を通じての目標でした。勉強面では、電車の移動時間や休み時間などの

すき間時間を使った勉強や、帰宅してすぐ授業の復習に取り組むことを３年間継続しました。部活動では、吹

奏楽部に所属し、お客様により良い音楽を届けるため、演奏技術の向上に励んできました。副部長として

５０名を超える数の部員とコミュニケーションを取ったことも、人間性を磨く上で貴重な経験になりました。

私が、このような両立を実現できた背景には、渋女で出逢った先生方や友人の存在があります。先生方は、授

業を通して学ぶことの楽しさを教えてくださるだけでなく、進路相談や授業の質問、些細な悩み事など、どのよ

うな事にも親身になって対応してくださいました。安定した学校生活を送る上で、先生方の支えはなくてはなら

ないものだったと感じます。また、友人たちは皆、日々の生活や行事を共に楽しんで高校生活に彩りを持たせて

くれただけでなく、それぞれの目標や夢のために互いを高めあうことができる存在でした。尊敬できる先生方か

ら頂いた数多くの言葉や、友人とのかけがえのない思い出は、これからもずっと私を支えてくれる財産です。

　私は、渋女の先生方が生徒に対して熱心に向き合う姿に触れて、「教員になる」という人生の目標を見つ

けることができました。現在は、渋女で３年間を過ごさなければ得られなかったこの目標の実現に向けて、

大学での学びと向き合っています。皆さんも是非、渋川女子高校で素敵な３年間を過ごしてください。

卒業生 message

宇都宮大学
共同教育学部 教育人間科学系

特別支援教育分野
西田　彩夏

（令和５年度卒・吉岡中出身）

　各学年に自習室が充

分に用意されています。

生 徒 は 早 朝、昼 休 み、

放課後などに有効活用

し、自学自習の習慣を身

につけています。平日は

１７時５０分まで利用でき

ます。

自学自習の習慣・自習室の充実

１年次に東京方面へ

大学見学に行きます。

在学生による説明を聞

いたり、研究室や構内

を見学したりします。

２年次、３年次は各自で

オープンキャンパスに

参加しています。

大学見学会 ３年生に聞く会
３年生に聞く会では推

薦入試や一般入試で合

格した生徒から体験談

を聞きます。高校生活

の送り方やお勧めの勉

強方法などを聞くことが

でき、受験に対する意

欲を高めます。

　３年次に開催します。

各大学における大学入学

共通テスト、総合型選

抜、学校推薦型選抜な

ど、多様化する入試形

態の情報を集め、入試

について最新の知識を身

につけます。

大学説明会

R4年度入試

合格者数

R5年度入試

合格者数

R6年度入試

合格者数

※（　　）なしは現役生数、（　　）ありは既卒生数

愛知教育大学
教育学部 高等学校教育専攻

国語・書道専修
滝澤　和華

（令和５年度卒・中之条中出身）



《進路の取り組み》 ＊私立大学はおもな大学のみ掲載

　　　　 大学

早稲田大

慶応大

上智大

東京理大

学習院大

明治大

青山学院大

立教大

中央大

法政大

関西大

関西学院大

同志社大

立命館大

成蹊大

成城大

明治学院大

獨協大

國學院大

京都産業大

近畿大

龍谷大

日本大

東洋大

駒澤大

専修大

大東文化大

東海大

亜細亜大

帝京大

国士館大

日本女子大

東京女子大

津田塾大

神奈川大

文教大

東京農大

芝浦工大

工学院大

獨協医大

北里大

関東学園大

上武大

共愛前橋国際大

東京福祉大

高崎健康福祉大

高崎商科大

群馬医療福祉大

群馬パース大

桐生大

育英大

その他

私立大学計
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【私立大学】
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R4年度入試

合格者数

R5年度入試

合格者数

R6年度入試

合格者数

R4年度入試

合格者数

R5年度入試

合格者数

R6年度入試

合格者数

【国立大学】

　　　　 大学

弘前大

岩手大

東北大

秋田大

山形大

福島大

茨城大

筑波大

宇都宮大

群馬大

埼玉大

千葉大

東京外国語大

東京学芸大

東京工業大

上越教育大

新潟大

富山大

金沢大

信州大

愛知教育大

大阪教育大

鳥取大

広島大

琉球大

国立大学計

　　　　 大学

秋田県立大

福島県立医大

茨城県立医療大

前橋工科大

群馬健康科学大

群馬県立女子大

高崎経大

埼玉県立大

千葉保健医療大

東京都立大

神奈川保福大　

横浜市立大

新潟県立看護大

新潟県立大

石川県立大

富山県立大

山梨県立大

都留文科大

長野大

長野県立大

長野県看護大

静岡文化芸術大

芸術文観光職大

奈良県立大

新見公立大

北九州市立大

公立大学計
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【公立大学】

進 路 指 導 進 路 実 績 進学校として　　  を続けています。飛 躍

　渋女は過去３年間、東京工業大学、東京外国語大学、東北大学、筑波大学、早稲田大学、慶応大学、上智大学、東京理科大学などの難関大学に

卒業生を送り出してきました。特にR6年度大学入試の国公立大学合格者数は、R5年度卒業生192名の47%にあたる90名を記録しました。

「かなえたい夢」「学びたい道」の実現を目標に、あなたも渋女で学んでみませんか。

● 自らの進路を主体的に考えるための、３年間を見通したキャリア教育の実践

● 進路希望の達成につながる「確かな学力」の育成

● 土曜補習や朝補習の効果的な実施

● 進路実現に向けた実力養成のための取り組み

  （長期休業中の補習及び集中学習会、早朝・放課後補習等の実施）

　渋女は勉強・部活・行事といった全てのことに力を入れて取り組んでいる高校です。私は、渋女で３年

間過ごし、自分自身が大きく成長したことを実感しています。私は掛け持ちしていた２つの部活動と勉強

の両立から、時間の効率的な使い方や計画性を身に着けることができ、体育祭や文化祭ではクラス全体で

より良いものにするうえで、協調性やコミュニケーション能力を高めることができました。特に、私は文

化祭の有志ステージに向けてバンドを組み、本番に向けてメンバーと意見を出し合いながら試行錯誤した

経験が最高の思い出となっています。このように、渋女では何事にも全力で楽しんで取り組め、非常に充

実した３年間を過ごすことができます。

　また、渋女の先生方は、受験に関してとても熱心で的確な指導をしてくださいます。大学受験の二次試

験の小論面接対策では、生徒一人ひとりに担当の先生がついて丁寧に添削・練習してくださったり、的確

なアドバイスをしてくださったりと親身に対応してくださいます。高校生活を全力で楽しみたい人、将来

の進路について不安を抱えている人、自分自身を成長させたい人も渋女であれば理想の自分を叶えること

ができると思います。皆さんも渋女生の一員として最高の思い出をつくりませんか。 卒業生 message

　「文武両道」－これが私の、３年間を通じての目標でした。勉強面では、電車の移動時間や休み時間などの

すき間時間を使った勉強や、帰宅してすぐ授業の復習に取り組むことを３年間継続しました。部活動では、吹

奏楽部に所属し、お客様により良い音楽を届けるため、演奏技術の向上に励んできました。副部長として

５０名を超える数の部員とコミュニケーションを取ったことも、人間性を磨く上で貴重な経験になりました。

私が、このような両立を実現できた背景には、渋女で出逢った先生方や友人の存在があります。先生方は、授

業を通して学ぶことの楽しさを教えてくださるだけでなく、進路相談や授業の質問、些細な悩み事など、どのよ

うな事にも親身になって対応してくださいました。安定した学校生活を送る上で、先生方の支えはなくてはなら

ないものだったと感じます。また、友人たちは皆、日々の生活や行事を共に楽しんで高校生活に彩りを持たせて

くれただけでなく、それぞれの目標や夢のために互いを高めあうことができる存在でした。尊敬できる先生方か

ら頂いた数多くの言葉や、友人とのかけがえのない思い出は、これからもずっと私を支えてくれる財産です。

　私は、渋女の先生方が生徒に対して熱心に向き合う姿に触れて、「教員になる」という人生の目標を見つ

けることができました。現在は、渋女で３年間を過ごさなければ得られなかったこの目標の実現に向けて、

大学での学びと向き合っています。皆さんも是非、渋川女子高校で素敵な３年間を過ごしてください。

卒業生 message

宇都宮大学
共同教育学部 教育人間科学系

特別支援教育分野
西田　彩夏

（令和５年度卒・吉岡中出身）

　各学年に自習室が充

分に用意されています。

生 徒 は 早 朝、昼 休 み、

放課後などに有効活用

し、自学自習の習慣を身

につけています。平日は

１７時５０分まで利用でき

ます。

自学自習の習慣・自習室の充実

１年次に東京方面へ

大学見学に行きます。

在学生による説明を聞

いたり、研究室や構内

を見学したりします。

２年次、３年次は各自で

オープンキャンパスに

参加しています。

大学見学会 ３年生に聞く会
３年生に聞く会では推

薦入試や一般入試で合

格した生徒から体験談

を聞きます。高校生活

の送り方やお勧めの勉

強方法などを聞くことが

でき、受験に対する意

欲を高めます。

　３年次に開催します。

各大学における大学入学

共通テスト、総合型選

抜、学校推薦型選抜な

ど、多様化する入試形

態の情報を集め、入試

について最新の知識を身

につけます。

大学説明会

R4年度入試

合格者数

R5年度入試

合格者数

R6年度入試

合格者数

※（　　）なしは現役生数、（　　）ありは既卒生数

愛知教育大学
教育学部 高等学校教育専攻

国語・書道専修
滝澤　和華

（令和５年度卒・中之条中出身）



３年生
令和５年度参加者
松本　莉奈
（渋川中出身）

　渋女では、熱心な先生方により主体的な学びと協働学習を重視した丁

寧でわかりやすい授業が行われています。生徒はいつも充実した授業に

目を輝かせ、集中して取り組んでいます。昼休みや放課後には、学年ご

との自習室で多くの生徒が自主学習に取り組んでいます。理解できない

ことがあれば、すぐに先生のところへ行き、深く理解するまで粘り強く

質問しています。昼休みや放課後の職員室は、常に質問の生徒であふ

れています。

　社会情勢が大きく変化していく現代において、それに対応するための力が高校生にも求められています。その一つが、自分で

課題を発見し、その解決のために情報を収集・整理して、社会や他者に向けて表現していく力です。こうした能力を身につける

ために、各学年の「総合的な探究の時間」には、以下のような内容の課題研究活動を実施しています。この活動を､自ら進んで行っ

たり、他者と協力しながら取り組んだりすることを通じて、自分自身の興味や関心を見つめ、卒業後の学びや社会の中での生き

方を考えていきます。

一人ひとりの可能性を広げる教育課程が確立されています。

充実した授業

教育
課程

○３学期制
○２年次よりⅠ型（文系）、Ⅱ型（理系）の類型制
○芸術Ⅱまで選択可能（Ⅰ型）
○英語で少人数指導、数学で 2年次に習熟度別指導

○55分授業を取り入れ、主体的・対話的で深い学びが実現する授業を展開します。
○１週間３３単位の時間割により、変化の激しい大学入試にしっかり対応できる
　カリキュラムになっています。

ＩＣＴを使った授業

国語の授業

学習指導

東京外国語大学
言語文化学部
アラビア語専攻

永井　千尋
（令和５年度卒・東吾妻中出身） 卒業生 message

　私の渋女での３年間は、現在在学している東京外国語大学への合格という夢に向かって、心身を鍛
え上げることができたかけがえのない時間でした。私は、中学校在学時から、英語の学習に力を入れ
ており、人種や国籍、宗教、文化の違いを問わず世界中の人と関わる人生を送りたいと考え、留学を
することや国際的な仕事に就くことに強いあこがれを抱いていました。第一志望校合格への道のりは
険しいものでしたが、その目標を実現した現在は、同じ夢や情熱を持つ仲間に囲まれて、充実した大
学生活を送ることができています。
　私が思う渋女のよいところは、生徒一人一人が真剣に物事に取り組む姿と、それを心から応援して
くれる先生方の存在です。何事にも一生懸命な仲間の存在に力をもらった経験は数え切れません。勉
強だけでなく部活や行事にも全力で臨んで、心から楽しむことができました。また、受験勉強を乗り
越え、夢見た道を歩み始めることができたのは先生方の長期にわたる支援のおかげだと感じます。受
験に向かう３年の期間、常に心身ともに健康であり続けることは非常に難しかったのですが、学習面
や精神面で多くの先生方に何度も助けていただきました。本当に感謝しています。
　中学生のみなさんには、高校生活を送る場所として、安心して渋女を選んでいただき、素敵な青春
の毎日を過ごしながら、努力を重ねて目標を達成してほしいです。

数学の授業

特色ある取組

【アメリカ合衆国　ボストン】
広い視野と国際的教養を身につけた

自立心に富む人材の育成を目指します。

● 現地語学学校での語学研修プログラム　　● ホームステイを通しての生活体験
● 英語研修による目に見える英語力の向上　● 各種アクティビティーを通して見聞を広める

課 題 探 究 活 動

海 外 研 修

２年生

３年生

１年生

県内の市町村などの地域社会を舞台に、グループで課題を発見し、

地域の活性化に向けた具体的な考察・提案を行っています。過去には、

地元渋川市の観光や教育、防犯などの視点に立ち、地域の魅力を発

信したり住民が安心できる暮らしを目指したりした提案が、地域の協

力によって実現してきました。

興味・関心のある学問分野をもとに、生徒一人ひとりが研究テーマを
設定し、解決に向けた活動に取り組みます。論文や新書等の文献や
アンケートによる調査結果を活用しながら、テーマへの理解を深めま
す。１年間の成果を研究論文としてまとめる活動を通じて、論理的な
表現力を育成します。

２年生の研究テーマについて発展的な研究を行い、その内容をもとに

スライド資料を作成してプレゼンテーションを実施しています。研究の

成果を、自身の進路実現のために役立てたり、大学入学後の学びに活

用したりしている卒業生も多くいます。
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令和６年度実施教育課程表（55分授業）

令和６年度 校時表
（５５分授業）

在校生 message

　私は中学生の頃から英語に興味を持ち始めました。そこから「英語を話せるようになりたい」「い

つか海外に行って自分の世界を広げたい」と思うようになり、今回の海外研修に参加することを決

めました。

　初めてのホームステイや英語だけでの授業は不安と戸惑いの連続で、日本にいたときは聞き取れ

ていたはずの英語が全く聞き取れなくなってしまい、自分の無力さに何度も心が折れそうになりま

した。しかし、語学学校での様々な国の方との交流やホストファミリーとの交流、現地で活躍する

日本の方からのお話を通して自分から行動すること、自分の意見を述べることの大切さを学ぶこと

ができました。

　この研修での学びは、自分を表すことが苦手で挑戦することをためらうことが多かった私にとっ

てすべてが刺激的で貴重なものになりました。これからも失敗することを恐れずに様々なことに挑

戦していきたいです。

放課後の職員
室

地域探究の発表会

課題研究発表会

SHR  8:40~  8:50
1 校時     8:55~  9:50
２校時 10:00~10:55
３校時 11:05~12:00
昼休み 12:00~12:45
４校時 12:45~13:40
５校時 13:50~14:45
６校時 14:55~15:50
SHR・清掃 15:50~16:10

令和
５年度
日程

午前　現地語学学校

午後　● ハーバード大学、マサチューセッツ工科大学訪問
 日本人学部生・院生等からのレクチャー、交流会
　　　● 班別自由行動

　　　● ＵＳＳコンスティテューション号見学、フリーダム

 トレイル散策、ボストン美術館見学など

12／3～12／11　　ボストン

イラスト：柴村　澪緒（白沢中出身）

　渋女はまさに文武両道。学業はもちろん、部活動も毎日盛んに行われています。

運動部では陸上部が全国大会出場を決め、弓道部・水泳部が関東大会出場を決めました。

　学芸部では吹奏楽部が全国大会、コーラス部が関東大会へ出場を決めました。その他の多くの部が特色ある活動を行っ

ています。

学校生活 多くの部が活発に活動しています。

３年生
吹奏楽部

小野里　湊徠
（沼田中出身）

　渋女では勉強や部活動で充実した日々を過ごしています。

私は入学当初、週６日ある部活動と日々の学習を両立できる

か不安でしたが、友人や先輩方、先生方にアドバイスをも

らいながら自分なりのサイクルを組み立てることができま

した。家で勉強する時間は短めですが、電車に乗っている

間などのスキマ時間に、単語帳や一問一答形式のアプリを

使って基礎の知識を定着させています。休日に部活がない

日は残っている課題や、復習などをしています。また、朝の

ＳＨＲが始まるまでに学校の自習室で自習することもあります。

　このように、渋女には充実した設備、共に支え合える仲
間や、頼れる先生方が揃っています。皆さんも渋女で青春
を謳歌しませんか？ 在校生 message

　県新人大会 ベスト１６
　県高校総体 ５位
　県高校総体 ２位
　県新人大会 団体　１位 ／ 個人　１位、２位、３位、６位
　県高校総体 団体　ベスト１６ ／ 個人　ベスト３２　
　インターハイ予選　団体　ベスト１６ ／ 個人　ベスト３２　
　県夏季大会 団体　ベスト１６
　県高校総体 棒高跳　５位
　県選手権大会棒高跳　７位 ／ ４×４００mR　８位
　県高校対抗 棒高跳　４位
　県新人大会 棒高跳　３位 ／ ８００m　８位 ／ ４×４００mR　６位
　県高校強化大会　共通の部棒高跳　２位／１年の部８００m　３位／１年の部４００m　６位
　関東高校選抜新人大会　棒高跳　２位
　県高校総体 団体８位 ／ 個人ダブルス　ベスト１６、ベスト３２
　インターハイ予選　団体　５位
　県高校強化大会　　個人シングルス　ベスト３２
　　　　　　　　　　個人ダブルス　　ベスト１６
　県新人大会 団体５位 ／ ダブルス　ベスト３２
　県高校総体 団体　ベスト３２ ／ 個人シングルス　ベスト３２　　　　
　インターハイ予選　団体　ベスト１６ ／ 個人ダブルス　ベスト３２　
　県高校生バドミントン大会　個人シングルス　ベスト８、ベスト１６
　県新人大会 個人シングルス　ベスト３２ ／ 個人１年生シングルス　ベスト３２
　ミッキー杯争奪高校生バドミントン大会　個人ダブルス　ベスト１６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人シングルス　ベスト１６
　県春季大会 個人　４位
　県高校総体 団体　５位
　インターハイ予選　団体　４位
　茂左衛門地蔵尊奉納弓道大会　高校生の部　個人　優勝、３位
　北毛地区大会　団体　優勝 ／ 個人　優勝、３位、４位
　渋川市民スポーツ総合弓道大会　高校生の部　優勝、２位、３位、４位、６位
　県新人大会 団体　８位
　東日本高校弓道大会県予選　団体　優勝、個人　３位
　東日本高校弓道大会　３人立　決勝進出
　県高校総体 ベスト８
　県選手権大会　ベスト８
　県新人大会　ベスト８

U-18女子サッカーリーグ２０２３　２部　準優勝
　県高校総体 団体組手　ベスト８
　北毛地区大会　一般女子組手の部　個人　優勝　
　県民スポーツ大会　空手道女子の部　３位
　県合唱コンクール　高等学校Ａの部　金賞
　全国高等学校総合文化祭鹿児島大会合唱部門　出演
　関東合唱コンクール　高等学校Ａの部　銀賞
　県声楽アンサンブルコンテスト　金賞
　関東ヴォーカルアンサンブルコンテスト　銀賞
　全国高等学校総合文化祭鹿児島大会器楽・管弦楽部門　出演
　群馬県美術展　入選　
　渋川市民展　渋川市教育長賞、奨励賞　
　群馬県高等学校総合文化祭演劇専門部大会西北毛地区大会　優良賞

第７０回NHK杯全国高校放送コンテスト群馬県大会　アナウンス部門　優良賞
第７０回NHK杯全国高校放送コンテスト全国大会　アナウンス部門出場　
第２０回群馬県高校放送コンクール　アナウンス部門　優秀賞

　中央農業大学校第１０回お弁当コンテスト 優良賞、アイデア賞、カラフル賞、奨励賞
第１２回日本学校合奏コンクール全国大会グランドコンテスト　銀賞

　県吹奏楽コンクール　高校Ａの部　銀賞
第２９回日本管楽合奏コンテスト予選審査会　優秀賞
第２９回群馬県高校総合文化祭専門部大会　優秀賞

　群馬県ソロコンテスト　銀賞
　群馬県中部地区アンサンブルコンテスト　銀賞
　群馬県教育書道展　半紙の部　群馬県高校教育研究会書道部会長賞、渋川市教育長賞

　　　条幅の部　群馬県書道協会奨励賞
　　　学校の部　優秀団体賞

　群馬県高等学校総合文化祭書道専門部展覧会　優良賞
　群馬県書道展覧会　入選
　県学校対抗戦　第４位

第４０回高校写真展　入選

第６９回青少年読書感想文全国コンクール群馬県内審査
自由読書の部　佳作、課題読書の部　佳作

　全国高校生読書体験記コンクール群馬県審査　入選
第６０回群馬県高等学校作文コンクール

自由作文の部　第３位、課題作文の部　奨励賞
「私達の未来を創る税金」税に関する高校生の作文　関東信越国税局長賞
明石杯英語コンテスト渋川支部予選　スピーチの部　１位、２位

  　　　　 レシテーションの部　１位
　明石杯英語コンテスト　スピーチの部　６位

主な活動実績（令和５年度）

教科・課外活動等（令和５年度）

1
実りある豊かな学習
○創造的な思考力を
　育てよう
○正しい理解力を養おう
○公正な判断力を培おう ２

規律ある明るい生活
○すべての生命を大切にしよう
○美しい友情を育もう
○豊かな情操を身につけよう３

健康で伸びやかな心身
○体力の増強に励もう
○環境の美化を心がけよう
○個性の伸長に努めよう

教育目標
北毛を代表する
　　女子進学校です

渋女の歴史
１９２０（大正９）年
渋川町立実科高等女学校として、現在の渋川市立北小学校の地で開校
１９２１（大正１０）年
群馬県渋川実科高等女学校と改称
１９２３（大正１２）年
群馬県立渋川高等女学校と改称
１９２４（大正１３）年
本校舎を現在地に新築落成し移転
１９４８（昭和２３）年
群馬県立渋川女子高等学校と改称

バレーボール
バスケットボール
山 岳

ソフトテニス

陸 上 競 技

卓 球

バドミントン

弓 道

サ ッ カ ー

空 手 道

コ ー ラ ス

ギター・マンドリン
美 術

演 劇
放 送

食 物
吹 奏 楽

書 道

競 技 か る た
写 真

国 語 科

公 民 科
英 語 科

小野里さんの１日

  ５：３０ 起床
  ５：３０～  ６：３０ 朝食・準備など
  ６：３０～  ８：００ 登校
  ８：００～  ８：３０ 朝練or自習
  ８：４０～1２：００ 1～3限
1２：４５～１５：５０ ４～６限
１５：５０～1８：００ 部活動
1８：００～１９：３０ 下校
１９：３０～２０：１０ 夕食・休憩
２０：１０～２１：４０ 勉強
２１：４０～２３：００ 入浴など
２３：００ 就寝

　渋女はまさに文武両道。学業はもちろん、部活動も毎日盛んに行われています。
　運動部では弓道部が東日本大会出場を決め、陸上競技部・山岳部が関東大会出場を決めました。

学芸部では吹奏楽部・放送部が全国大会出場を決め、コーラス部が関東大会へ出場を決めました。その他の多くの部が
特色ある活動を行っています。

　渋女は、創立１０４年の伝統を誇る歴史の深い学校です。渋女のシンボルである孔雀に見守られ

ながら送る学校生活は、誰もが口を揃えて「平和」だと言えるほど、温かな雰囲気で溢れています。

　渋女には学習面に力を入れている生徒が特に多く、授業はもちろん、それ以外にも、放課後に、

市の運営する自習室に通ったり、登下校の電車の中で単語帳を開いたりと、自ら学習時間を確

保して、周りの友達と共に進路実現に向けて切磋琢磨しています。遠方から１時間以上かけて登

校する生徒もいて、どんな人でも学びやすい環境が整っています。また、先生方は、どんなに

小さな疑問や進路相談であっても熱心に答えてくださり、私たち生徒に寄り添ってくださる力

強い味方ばかりです。

　そして、学習面だけでなく、部活動や学校行事である榛名登山や体育大会においても、友達

と全力を出し切って取り組み、全力で楽しんでいます。強く、しなやかで欲張りな生徒が多く、

とても充実した青春を送ることが出来ます。皆さんも一緒に、渋女で華の女子高校生を満喫し

てみませんか？ 在校生 message

生徒会長
深代　かすみ
（渋川北中出身）

運動部
● バレーボール ● バスケットボール ● 山岳 ● 卓球

● ソフトテニス ● 陸上競技 ● 空手道 ● バドミントン

● ダンス ● 弓道 ● バトン ● サッカー

山岳部 弓道部

ダンス部陸上競技部

● 文芸 ● 自然科学 ● コーラス ● ギター・　マンドリン

● 美術 ● 演劇 ● 放送 ● 食物

● 茶華道 ● 吹奏楽 ●ＪＲＣ ● 書道

● イラスト ● 競技かるた ● 写真

学芸部

書道部

コーラス部吹奏楽部

美術部



３年生
令和５年度参加者
松本　莉奈
（渋川中出身）

　渋女では、熱心な先生方により主体的な学びと協働学習を重視した丁

寧でわかりやすい授業が行われています。生徒はいつも充実した授業に

目を輝かせ、集中して取り組んでいます。昼休みや放課後には、学年ご

との自習室で多くの生徒が自主学習に取り組んでいます。理解できない

ことがあれば、すぐに先生のところへ行き、深く理解するまで粘り強く

質問しています。昼休みや放課後の職員室は、常に質問の生徒であふ

れています。

　社会情勢が大きく変化していく現代において、それに対応するための力が高校生にも求められています。その一つが、自分で

課題を発見し、その解決のために情報を収集・整理して、社会や他者に向けて表現していく力です。こうした能力を身につける

ために、各学年の「総合的な探究の時間」には、以下のような内容の課題研究活動を実施しています。この活動を､自ら進んで行っ

たり、他者と協力しながら取り組んだりすることを通じて、自分自身の興味や関心を見つめ、卒業後の学びや社会の中での生き

方を考えていきます。

一人ひとりの可能性を広げる教育課程が確立されています。

充実した授業

教育
課程

○３学期制
○２年次よりⅠ型（文系）、Ⅱ型（理系）の類型制
○芸術Ⅱまで選択可能（Ⅰ型）
○英語で少人数指導、数学で 2年次に習熟度別指導

○55分授業を取り入れ、主体的・対話的で深い学びが実現する授業を展開します。
○１週間３３単位の時間割により、変化の激しい大学入試にしっかり対応できる
　カリキュラムになっています。

ＩＣＴを使った授業

国語の授業

学習指導

東京外国語大学
言語文化学部
アラビア語専攻

永井　千尋
（令和５年度卒・東吾妻中出身） 卒業生 message

　私の渋女での３年間は、現在在学している東京外国語大学への合格という夢に向かって、心身を鍛
え上げることができたかけがえのない時間でした。私は、中学校在学時から、英語の学習に力を入れ
ており、人種や国籍、宗教、文化の違いを問わず世界中の人と関わる人生を送りたいと考え、留学を
することや国際的な仕事に就くことに強いあこがれを抱いていました。第一志望校合格への道のりは
険しいものでしたが、その目標を実現した現在は、同じ夢や情熱を持つ仲間に囲まれて、充実した大
学生活を送ることができています。
　私が思う渋女のよいところは、生徒一人一人が真剣に物事に取り組む姿と、それを心から応援して
くれる先生方の存在です。何事にも一生懸命な仲間の存在に力をもらった経験は数え切れません。勉
強だけでなく部活や行事にも全力で臨んで、心から楽しむことができました。また、受験勉強を乗り
越え、夢見た道を歩み始めることができたのは先生方の長期にわたる支援のおかげだと感じます。受
験に向かう３年の期間、常に心身ともに健康であり続けることは非常に難しかったのですが、学習面
や精神面で多くの先生方に何度も助けていただきました。本当に感謝しています。
　中学生のみなさんには、高校生活を送る場所として、安心して渋女を選んでいただき、素敵な青春
の毎日を過ごしながら、努力を重ねて目標を達成してほしいです。

数学の授業

特色ある取組

【アメリカ合衆国　ボストン】
広い視野と国際的教養を身につけた

自立心に富む人材の育成を目指します。

● 現地語学学校での語学研修プログラム　　● ホームステイを通しての生活体験
● 英語研修による目に見える英語力の向上　● 各種アクティビティーを通して見聞を広める

課 題 探 究 活 動

海 外 研 修

２年生

３年生

１年生

県内の市町村などの地域社会を舞台に、グループで課題を発見し、

地域の活性化に向けた具体的な考察・提案を行っています。過去には、

地元渋川市の観光や教育、防犯などの視点に立ち、地域の魅力を発

信したり住民が安心できる暮らしを目指したりした提案が、地域の協

力によって実現してきました。

興味・関心のある学問分野をもとに、生徒一人ひとりが研究テーマを
設定し、解決に向けた活動に取り組みます。論文や新書等の文献や
アンケートによる調査結果を活用しながら、テーマへの理解を深めま
す。１年間の成果を研究論文としてまとめる活動を通じて、論理的な
表現力を育成します。

２年生の研究テーマについて発展的な研究を行い、その内容をもとに

スライド資料を作成してプレゼンテーションを実施しています。研究の

成果を、自身の進路実現のために役立てたり、大学入学後の学びに活

用したりしている卒業生も多くいます。

国語 地歴 家庭数学 理科
L
H
R

保健体育

保健体育

芸術 総
合

英語

情報
L
H
R

総
合数学地歴・公民 理科 芸

術 英語
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理科

公民

令和６年度実施教育課程表（55分授業）

令和６年度 校時表
（５５分授業）

在校生 message

　私は中学生の頃から英語に興味を持ち始めました。そこから「英語を話せるようになりたい」「い

つか海外に行って自分の世界を広げたい」と思うようになり、今回の海外研修に参加することを決

めました。

　初めてのホームステイや英語だけでの授業は不安と戸惑いの連続で、日本にいたときは聞き取れ

ていたはずの英語が全く聞き取れなくなってしまい、自分の無力さに何度も心が折れそうになりま

した。しかし、語学学校での様々な国の方との交流やホストファミリーとの交流、現地で活躍する

日本の方からのお話を通して自分から行動すること、自分の意見を述べることの大切さを学ぶこと

ができました。

　この研修での学びは、自分を表すことが苦手で挑戦することをためらうことが多かった私にとっ

てすべてが刺激的で貴重なものになりました。これからも失敗することを恐れずに様々なことに挑

戦していきたいです。

放課後の職員
室

地域探究の発表会

課題研究発表会

SHR  8:40~  8:50
1 校時     8:55~  9:50
２校時 10:00~10:55
３校時 11:05~12:00
昼休み 12:00~12:45
４校時 12:45~13:40
５校時 13:50~14:45
６校時 14:55~15:50
SHR・清掃 15:50~16:10

令和
５年度
日程

午前　現地語学学校

午後　● ハーバード大学、マサチューセッツ工科大学訪問
 日本人学部生・院生等からのレクチャー、交流会
　　　● 班別自由行動

　　　● ＵＳＳコンスティテューション号見学、フリーダム

 トレイル散策、ボストン美術館見学など

12／3～12／11　　ボストン

イラスト：柴村　澪緒（白沢中出身）

　渋女はまさに文武両道。学業はもちろん、部活動も毎日盛んに行われています。

運動部では陸上部が全国大会出場を決め、弓道部・水泳部が関東大会出場を決めました。

　学芸部では吹奏楽部が全国大会、コーラス部が関東大会へ出場を決めました。その他の多くの部が特色ある活動を行っ

ています。

学校生活 多くの部が活発に活動しています。

３年生
吹奏楽部

小野里　湊徠
（沼田中出身）

　渋女では勉強や部活動で充実した日々を過ごしています。

私は入学当初、週６日ある部活動と日々の学習を両立できる

か不安でしたが、友人や先輩方、先生方にアドバイスをも

らいながら自分なりのサイクルを組み立てることができま

した。家で勉強する時間は短めですが、電車に乗っている

間などのスキマ時間に、単語帳や一問一答形式のアプリを

使って基礎の知識を定着させています。休日に部活がない

日は残っている課題や、復習などをしています。また、朝の

ＳＨＲが始まるまでに学校の自習室で自習することもあります。

　このように、渋女には充実した設備、共に支え合える仲
間や、頼れる先生方が揃っています。皆さんも渋女で青春
を謳歌しませんか？ 在校生 message

　県新人大会 ベスト１６
　県高校総体 ５位
　県高校総体 ２位
　県新人大会 団体　１位 ／ 個人　１位、２位、３位、６位
　県高校総体 団体　ベスト１６ ／ 個人　ベスト３２　
　インターハイ予選　団体　ベスト１６ ／ 個人　ベスト３２　
　県夏季大会 団体　ベスト１６
　県高校総体 棒高跳　５位
　県選手権大会棒高跳　７位 ／ ４×４００mR　８位
　県高校対抗 棒高跳　４位
　県新人大会 棒高跳　３位 ／ ８００m　８位 ／ ４×４００mR　６位
　県高校強化大会　共通の部棒高跳　２位／１年の部８００m　３位／１年の部４００m　６位
　関東高校選抜新人大会　棒高跳　２位
　県高校総体 団体８位 ／ 個人ダブルス　ベスト１６、ベスト３２
　インターハイ予選　団体　５位
　県高校強化大会　　個人シングルス　ベスト３２
　　　　　　　　　　個人ダブルス　　ベスト１６
　県新人大会 団体５位 ／ ダブルス　ベスト３２
　県高校総体 団体　ベスト３２ ／ 個人シングルス　ベスト３２　　　　
　インターハイ予選　団体　ベスト１６ ／ 個人ダブルス　ベスト３２　
　県高校生バドミントン大会　個人シングルス　ベスト８、ベスト１６
　県新人大会 個人シングルス　ベスト３２ ／ 個人１年生シングルス　ベスト３２
　ミッキー杯争奪高校生バドミントン大会　個人ダブルス　ベスト１６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人シングルス　ベスト１６
　県春季大会 個人　４位
　県高校総体 団体　５位
　インターハイ予選　団体　４位
　茂左衛門地蔵尊奉納弓道大会　高校生の部　個人　優勝、３位
　北毛地区大会　団体　優勝 ／ 個人　優勝、３位、４位
　渋川市民スポーツ総合弓道大会　高校生の部　優勝、２位、３位、４位、６位
　県新人大会 団体　８位
　東日本高校弓道大会県予選　団体　優勝、個人　３位
　東日本高校弓道大会　３人立　決勝進出
　県高校総体 ベスト８
　県選手権大会　ベスト８
　県新人大会　ベスト８

U-18女子サッカーリーグ２０２３　２部　準優勝
　県高校総体 団体組手　ベスト８
　北毛地区大会　一般女子組手の部　個人　優勝　
　県民スポーツ大会　空手道女子の部　３位
　県合唱コンクール　高等学校Ａの部　金賞
　全国高等学校総合文化祭鹿児島大会合唱部門　出演
　関東合唱コンクール　高等学校Ａの部　銀賞
　県声楽アンサンブルコンテスト　金賞
　関東ヴォーカルアンサンブルコンテスト　銀賞
　全国高等学校総合文化祭鹿児島大会器楽・管弦楽部門　出演
　群馬県美術展　入選　
　渋川市民展　渋川市教育長賞、奨励賞　
　群馬県高等学校総合文化祭演劇専門部大会西北毛地区大会　優良賞

第７０回NHK杯全国高校放送コンテスト群馬県大会　アナウンス部門　優良賞
第７０回NHK杯全国高校放送コンテスト全国大会　アナウンス部門出場　
第２０回群馬県高校放送コンクール　アナウンス部門　優秀賞

　中央農業大学校第１０回お弁当コンテスト 優良賞、アイデア賞、カラフル賞、奨励賞
第１２回日本学校合奏コンクール全国大会グランドコンテスト　銀賞

　県吹奏楽コンクール　高校Ａの部　銀賞
第２９回日本管楽合奏コンテスト予選審査会　優秀賞
第２９回群馬県高校総合文化祭専門部大会　優秀賞

　群馬県ソロコンテスト　銀賞
　群馬県中部地区アンサンブルコンテスト　銀賞
　群馬県教育書道展　半紙の部　群馬県高校教育研究会書道部会長賞、渋川市教育長賞

　　　条幅の部　群馬県書道協会奨励賞
　　　学校の部　優秀団体賞

　群馬県高等学校総合文化祭書道専門部展覧会　優良賞
　群馬県書道展覧会　入選
　県学校対抗戦　第４位

第４０回高校写真展　入選

第６９回青少年読書感想文全国コンクール群馬県内審査
自由読書の部　佳作、課題読書の部　佳作

　全国高校生読書体験記コンクール群馬県審査　入選
第６０回群馬県高等学校作文コンクール

自由作文の部　第３位、課題作文の部　奨励賞
「私達の未来を創る税金」税に関する高校生の作文　関東信越国税局長賞
明石杯英語コンテスト渋川支部予選　スピーチの部　１位、２位

  　　　　 レシテーションの部　１位
　明石杯英語コンテスト　スピーチの部　６位

主な活動実績（令和５年度）

教科・課外活動等（令和５年度）

1
実りある豊かな学習
○創造的な思考力を
　育てよう
○正しい理解力を養おう
○公正な判断力を培おう ２

規律ある明るい生活
○すべての生命を大切にしよう
○美しい友情を育もう
○豊かな情操を身につけよう３

健康で伸びやかな心身
○体力の増強に励もう
○環境の美化を心がけよう
○個性の伸長に努めよう

教育目標
北毛を代表する
　　女子進学校です

渋女の歴史
１９２０（大正９）年
渋川町立実科高等女学校として、現在の渋川市立北小学校の地で開校
１９２１（大正１０）年
群馬県渋川実科高等女学校と改称
１９２３（大正１２）年
群馬県立渋川高等女学校と改称
１９２４（大正１３）年
本校舎を現在地に新築落成し移転
１９４８（昭和２３）年
群馬県立渋川女子高等学校と改称

バレーボール
バスケットボール
山 岳

ソフトテニス

陸 上 競 技

卓 球

バドミントン

弓 道

サ ッ カ ー

空 手 道

コ ー ラ ス

ギター・マンドリン
美 術

演 劇
放 送

食 物
吹 奏 楽

書 道

競 技 か る た
写 真

国 語 科

公 民 科
英 語 科

小野里さんの１日

  ５：３０ 起床
  ５：３０～  ６：３０ 朝食・準備など
  ６：３０～  ８：００ 登校
  ８：００～  ８：３０ 朝練or自習
  ８：４０～1２：００ 1～3限
1２：４５～１５：５０ ４～６限
１５：５０～1８：００ 部活動
1８：００～１９：３０ 下校
１９：３０～２０：１０ 夕食・休憩
２０：１０～２１：４０ 勉強
２１：４０～２３：００ 入浴など
２３：００ 就寝

　渋女はまさに文武両道。学業はもちろん、部活動も毎日盛んに行われています。
　運動部では弓道部が東日本大会出場を決め、陸上競技部・山岳部が関東大会出場を決めました。

学芸部では吹奏楽部・放送部が全国大会出場を決め、コーラス部が関東大会へ出場を決めました。その他の多くの部が
特色ある活動を行っています。

　渋女は、創立１０４年の伝統を誇る歴史の深い学校です。渋女のシンボルである孔雀に見守られ

ながら送る学校生活は、誰もが口を揃えて「平和」だと言えるほど、温かな雰囲気で溢れています。

　渋女には学習面に力を入れている生徒が特に多く、授業はもちろん、それ以外にも、放課後に、

市の運営する自習室に通ったり、登下校の電車の中で単語帳を開いたりと、自ら学習時間を確

保して、周りの友達と共に進路実現に向けて切磋琢磨しています。遠方から１時間以上かけて登

校する生徒もいて、どんな人でも学びやすい環境が整っています。また、先生方は、どんなに

小さな疑問や進路相談であっても熱心に答えてくださり、私たち生徒に寄り添ってくださる力

強い味方ばかりです。

　そして、学習面だけでなく、部活動や学校行事である榛名登山や体育大会においても、友達

と全力を出し切って取り組み、全力で楽しんでいます。強く、しなやかで欲張りな生徒が多く、

とても充実した青春を送ることが出来ます。皆さんも一緒に、渋女で華の女子高校生を満喫し

てみませんか？ 在校生 message

生徒会長
深代　かすみ
（渋川北中出身）

運動部
● バレーボール ● バスケットボール ● 山岳 ● 卓球

● ソフトテニス ● 陸上競技 ● 空手道 ● バドミントン

● ダンス ● 弓道 ● バトン ● サッカー

山岳部 弓道部

ダンス部陸上競技部

● 文芸 ● 自然科学 ● コーラス ● ギター・　マンドリン

● 美術 ● 演劇 ● 放送 ● 食物

● 茶華道 ● 吹奏楽 ●ＪＲＣ ● 書道

● イラスト ● 競技かるた ● 写真

学芸部

書道部

コーラス部吹奏楽部

美術部



大学見学会

群馬県立渋川女子高等学校
Gunma  P r e f e c t u r a l  S h i b u k aw a  G i r l s '  H i g h  S c h o o l

　渋女には特色のある行事がたくさんあります。開校記念行事として実施される榛名登山を始め、清苑祭（文化祭）、体

育大会、修学旅行など、どの行事も生徒が主体です。全員で力を合わせて行事をつくっています。また、生徒会やＪＲＣ、

家庭クラブなどを中心に、積極的なボランティア活動も行っています。詳しくは本校ホームページをご覧ください。
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● 入学式
● 生徒会入会式
● 全校榛名登山

● 前期生徒総会
● 県高校総体
●ＰＴＡ総会

● ミュージックフェスティバル
● 清苑祭（隔年）
● 進路講演会

● 大学説明会
● インターナショナルデイ

● 夏季補習
● 集中学習会

● 体育大会

● 後期生徒総会

渋女の制服はバリエーションに富んでいます。

生徒は季節に応じて、美しく制服を着こなしています。

渋女の制服はバリエーションに富んでいます。

生徒は季節に応じて、美しく制服を着こなしています。

制服コレクション

● 県高校総合文化祭
● 修学旅行
● 大学見学会

● 冬季補習
● 集中学習会

● 大学入学共通テスト

● 高校入試

● 卒業式 
●３年生に聞く会

清苑祭

インターナショナルデイ

修学旅行

体育大会

渋女の１年間

令和７年度
学校案内

育
て
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か
な
個
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広
が
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能
性

全校榛名登山

ミュージックフェスティバル（ギター・マンドリン部）
ミュージックフェスティバル（バトン部）

交通アクセス

１４分

新前橋駅

２５分

高崎駅

渋川駅

本校

１.２ｋｍ・徒歩１５分

２１分 ２６分

沼田駅 中之条駅

至吾妻

至高崎 至前橋

至沼田

渋川女子高等学校

至R17号

至高崎至行幸田

市役所
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渋川中学校

至沼田

渋
川
駅

〒377-0008　群馬県渋川市渋川2684
Tel.0279-22-4148（代表）
Fax.0279-24-9591
【URL】https://sibujyo-hs.gsn.ed.jp
【E-mail】shibujo-hs@edu-g.gsn.ed.jp

群馬県立渋川女子高等学校
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